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2013（平成25年）

第３号

2.15

毎週水曜日、稽古（お祈りや祈り
の勉強）をしています。現在では
教会学校と呼ばれています。

けいこ

大江天主堂（天草町）

平成24年第４回定例会会議日程
12月 3 日　本会議／開会、市長提出議案の上程及び説明
12月 6 日　本会議／市長提出議案の質疑及び委員会付託
12月11日　本会議／一般質問
12月12日　本会議／一般質問
12月13日　本会議／一般質問
12月17日　市民環境委員会・建設経済委員会
12月18日　総務企画委員会・文教厚生委員会
12月21日　本会議／委員長報告・質疑・討論・採決、閉会

市議会だより

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！



●イノシシが多くて困っている。庭先まで来ている。具体策を。
●斎場がなく、空いた施設を冷暖房完備して使わせてほしい。
●廃校跡を使ってシルバーホーム的なものを作ってほしい。
●企業を誘致してほしい。成功企業や人を紹介してほしい。
●空き家が倒壊しそうで、地主に対し市から対応をお願いしたい。
●振興会の法人化を考えている。

●地域の声を提案してほしい。
●人口減少に伴い、定数減は仕方ないと思う。
●報告会では、わかりやすい資料を準備していただきたい。
●市の10～20年後のビジョンを見せてもらいたい。
●防災対策の遅れが懸念される（避難施設、避難場所の設置など）。
●会派が細かく違いがわからない。
●市の職員の調整が必要ではないか。

●議員の給与を下げて増員を。
●レジ袋有料化を条例化してほしい。
●若者が就農できるような組織作りをお願いしたい。
●経済効果だけでなく、過疎地域にも政治の光をあててほしい。

●若者が意見を言える市
にならなければ、市は発
展しないと思う。もう少
し若者が来るような意
見交換会にしてほしい。

●各支所の充実をお願い
したい。

●イベント行政から産業
主体行政への移行を。

●天草市議会基本条例の
目的のとおり市民は期
待しています。

●議会のチェック機能が
欠除している。

●議会の活動が見えない。
●高齢化対策、住み続け
られるまちづくりをし
てほしい。

●議員皆さんが市民の代
表として頑張れるよう
な環境づくり、それは
市民の責務。

など多くのご意見をいただきました。

天草地区〈11/5〉

本渡地区 〈10/26〉

新和地区〈11/5〉

五和地区〈11/12〉

河浦地区〈11/19〉

御所浦〈11/20〉
減員
60％

現状維持
38％

現状維持
38％

増員
2％

28人程度
　7％

26人程度
21％

24人程度
25％20人程度

4％

36人程度
1％

40人程度
1％

15人程度
2％

その他
1％

決算
報告

519億5,525万2,426円　
366億5,625万8,652円

●「議員定数に関するアンケート」
　　実施８地区の集計結果を掲載します。

●
歳
入
に
つ
い
て

問  

不
納
欠
損
処
理
に
つ
い
て
。

答
滞
納
整
理
後
、
催
告
を
実
施
。
面

談
し
て
納
付
方
法
を
検
討
し
、
不
納
欠

損
の
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

要
望 

滞
納
者
が
転
出
し
た
場
合
は
、

納
付
義
務
の
公
平
性
か
ら
厳
正
な
対
応

を
取
る
よ
う
求
め
た
。

●
歳
出
に
つ
い
て

問 

交
通
安
全
施
設
整
備
（
歩
道
や
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
）
の
対
応

に
つ
い
て
。

答 

地
域
の
要
望
に
よ
り
計
画
的
に
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
要
望

は
、
緊
急
性
が
高
い
も
の
は
、
補
正
予

算
に
よ
り
対
応
し
た
い
。

問  

積
立
金
現
在
高
の
増
額
に
つ
い
て
。

答 

普
通
交
付
税
が
一
本
算
定
と
な
っ

た
場
合
、
５
年
間
で
１
２
５
億
円
の
減

少
と
な
り
、
庁
舎
建
設
等
の
大
型
事
業

に
対
応
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
積
み

立
て
て
お
く
。

問 

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
安
全
運
航
に

つ
い
て
。

答 

機
体
に
つ
い
て
は
、
構
造
検
査
済

み
で
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
機
材
に
つ
い

て
も
毎
回
整
備
が
行
わ
れ
て
お
り
、
安

全
な
運
航
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

問 

地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対
策
補
助

金
に
つ
い
て
。

答  

平
成
21
年
度
に
本
市
に
お
け
る
61

路
線
を
34
路
線
に
再
編
し
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
再
編
と
補
助
金
の

抑
制
に
努
め
、
平
成
25
年
度
に
は
公
共

交
通
計
画
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

医
師
修
学
資
金
貸
与
制
度
の
利
用

者
数
に
つ
い
て
。

答  

基
金
の
利
用
者
は
現
在
１
人
で
、

天
草
市
出
身
の
医
学
部
生
に
つ
い
て

は
、
調
査
中
で
あ
る
。

問  

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
。

答 

平
成
23
年
度
か
ら
イ
ノ
シ
シ
対
策

係
を
設
置
、
国
の
事
業
に
よ
る
防
護

柵
の
設
置
や
特
区
を
活
用
し
な
が
ら
駆

除
に
努
め
て
い
る
。

問 

キ
リ
シ
タ
ン
館
に
お
け
る
小
・
中

学
校
、
高
校
生
の
入
館
料
に
つ
い
て
。

答  

学
業
の
た
め
で
あ
れ
ば
減
免
規
定

は
あ
る
が
、
今
後
は
、
学
生
手
帳
や
名

札
の
提
示
で
無
料
に
で
き
な
い
か
、
ま

た
、
障
が
い
者
の
規
定
も
含
め
検
討
中

で
あ
る
。

問 

各
マ
ラ
ソ
ン
大
会
補
助
金
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
。

答 

天
草
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て
は

参
加
者
も
年
々
増
加
し
引
き
続
き
開
催

す
る
。
参
加
者
数
の
推
移
や
地
域
の
祭

り
と
の
連
携
等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て

い
く
。

問  

全
国
大
会
出
場
補
助
金
に
つ
い
て
。

答  

社
会
体
育
に
お
い
て
個
人
の
場

合
、
１
万
円
、
団
体
の
場
合
、
１
人
当

た
り
１
万
円
。
た
だ
し
、
20
人
を
も
っ

て
限
度
と
し
て
補
助
し
て
い
る
が
、
額

の
見
直
し
等
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状

況
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

要
望 

九
州
内
、
関
西
方
面
、
関
東
方

面
と
地
域
ご
と
に
補
助
金
を
定
め
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
独
自
性
を
も

っ
て
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。

特
別
・
企
業
会
計

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

問  

医
療
費
の
抑
制
に
つ
い
て
。

答  

医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
将
来
高
齢
と
な
る
40
代
か
ら
50
代

に
対
す
る
健
診
の
促
進
や
、
運
動
教
室

の
実
施
な
ど
、
病
気
に
な
ら
な
い
た
め

の
体
作
り
を
目
指
し
て
、
各
関
係
機
関

と
の
連
携
も
と
り
な
が
ら
健
康
づ
く
り

の
各
種
事
業
を
実
施
し
、
ひ
い
て
は
医

療
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

●
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別
会
計

問  

医
師
確
保
の
現
状
に
つ
い
て
。

答 

さ
ま
ざ
ま
な
手
立
て
で
医
師
の
確

保
に
努
め
て
は
い
る
が
、
天
草
が
へ
き

地
で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
大
変
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。

要
望 

へ
き
地
で
あ
る
天
草
で
働
く
魅

力
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
平
等
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
に
も
、
報
酬
の
引
き

上
げ
な
ど
を
含
め
、
天
草
独
自
の
対
策

を
十
分
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。

●
病
院
事
業
会
計

問 

公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
の
効
果

に
つ
い
て
。

答 
管
理
者
が
責
任
を
持
っ
て
病
院
運

営
を
し
て
い
く
体
制
が
整
っ
て
き
た
こ

と
、
看
護
師
な
ど
の
選
考
・
採
用
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
契
約
事
務

の
迅
速
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、

栖
本
病
院
が
あ
ら
た
に
救
急
指
定
の
告

示
を
受
け
、
市
立
４
病
院
全
部
に
お
い

て
、
救
急
医
療
を
担
う
態
勢
を
整
え
た

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

●
水
道
事
業
会
計

問 

現
在
の
石
綿（
せ
き
め
ん
）管
布
設

状
態
に
つ
い
て
。

答 

石
綿
管
に
つ
い
て
は
、
市
内
に
８

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
残
っ
て
い
る
状
態

で
あ
る
が
、
来
年
度
か
ら
５
年
間
で
す

べ
て
布
設
替
え
の
予
定
で
あ
る
。

問 

上
水
道
区
域
に
お
け
る
浄
水
場
の

整
備
状
況
に
つ
い
て

答 

本
渡
地
区
の
楠
浦
・
枦
宇
土
・
城

の
平
の
３
箇
所
、
牛
深
の
浦
越
浄
水
場

に
関
し
て
は
、
平
成
25
年
度
で
改
修
を

終
え
る
。

要
望 

御
所
浦
地
区
に
関
し
て
は
、
安

定
し
た
水
質
の
水
を
供
給
す
る
た
め

に
、
最
善
の
工
法
を
検
討
す
る
よ
う
求

め
た
。

問 

路
木
ダ
ム
の
建
設
に
か
か
る
上
水
道

と
簡
易
水
道
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
。

答  

水
源
の
利
用
が
牛
深
の
上
水
道
、

河
浦
の
簡
易
水
道
と
な
っ
て
お
り
、
取

水
量
の
割
合
で
、
牛
深
３
、０
０
０
ト

ン
、
河
浦
１
、６
０
０
ト
ン
の
負
担
割

を
定
め
て
い
る
。

問答問問問問 答答

問問問問問 答答答

問答問答問

答答

答答 要
望

要
望

要
望

問問問 答 答答答 要
望

認定

認定
一
般
会
計

特
別
・
企
業
会
計

一般会計

特別・企業
会計

平成23
年度 

現在定数は30人ですがどの位の定数が
　　　　　　  適正だと思われますか？

問

あまくさ市議会だより 3 あまくさ市議会だより 2

議
会
報
告
会
を
実
施



消費税増税に反対する意見書の提出を求める請願 不採択 「天草歌（唄）と踊りの会」様からの寄附金に
よる、天草市民センターの備品購入費。

「錦戸グループ」様からの寄付
金による図書購入費。

児童数や保育単価の増による負担金。

牛深漁港の関連道路の補修工事。

国が行う新規事業で、45
歳未満で新たに就農する
人に年間150万円を最長
５年間、給付する制度。
今回12人が対象となりま
した。

本渡歴史民俗資料館の資料整理（臨時職員人件費）。

小規模特別養護老人ホームの整備や開設に伴う備
品の購入、職員雇用のための県からの補助金。

今回は今釜町、下浦町、久玉町に施設整備を予定されている法人が対象となります。

12月定例会　一般会計補正予算の主な内容

あまくさ市議会だより 5 あまくさ市議会だより 4

4月1日からの指定管理
制度移行に伴う備品など
の整備。

新デザインになる航空
機のPRや旅行企画な
どへの助成経費。

自立訓練費、生活介護費などの報酬改定やサービ
ス利用者の増加に伴う追加経費。

捕獲したイノシシ肉の消
費拡大や地域資源として
活用するためのレシピ集
の作成経費。　

財政調整基金積み立て
地方財政法に基づく基金積立。

介護保険特別会計補正予算

　新たに「総合政策部・地域振興部・庁舎
建設推進室」などが設けられ支所業務の一
部が本庁に集約される予定です。
　詳しくは、市政だより天草に掲載予定です。

平成25年4月から本庁・支所などの機構
改革が行われます。

　高齢化や医療の高度化に伴い、年々増
え続けている医療費が、現在の保険料で
は将来的に厳しい状況になると予想され
るため、税率を引き上げることになりま
した。

平成25年4月より国民健康保険税が
平均約13%引き上げになります。

　平成25年度からは、現在51カ所ある地区
振興会の中から、35の振興会が移行を予定
されています。また、この改正により地区振
興会ではコミュニティセンター職員を雇用す
ることができるようになります。

工事請負契約の締結

コミュニティーセンター管理運営事業

1,142万2千円

文化施設費

20万円

天草空港利用促進協議会負担金

365万4千円

障害福祉費

2億3,808万2千円

有害鳥獣捕獲対策事業

10万円

11億8,815万1千円

図書館費事務経費

100万円

私立保育所運営費負担金

4,379万3千円

漁港管理費

204万円

青年就農給付金事業

911万5千円

県の緊急雇用対策基金を利用した事業

119万6千円

1億3,340万円×3カ所　合計  4億20万円

条例制定・改正の主な内容

請　　願

特別会計補正予算の主な内容屋内運動場
武道場

C棟

B棟

A棟

C棟（中学校普通教室棟）
鉄筋コンクリート3階建て
請負金額　3億7,180万円
請負者：有江・北時特定建設
　　　　工事共同企業体

A棟（小学校普通教室棟）
鉄筋コンクリート3階建て
請負金額　3億9,400万円　　
請負者：昭和・中村特定建設
　　　　工事共同企業体

B棟（管理・特別教室棟）　
鉄筋コンクリート3階建て
請負金額　5億8,380万円
請負者：中村・苓州特定建設
　　　　工事共同企業体

屋内運動場（武道場・体育館）　
鉄筋コンクリート3階建て一部鉄骨造
請負金額　4億5,200万円
請負者：大昌・木原特定建設
　　　　工事共同企業体

五和小学校・五和中学校校舎建築工事 一般会計予算 今回補正額 13億477万2千円
予算総額 532億3,682万円予算現額 519億3,204万8千円

請願第５号

機構改革等に伴う関係条例の整備に関する条例
の制定について

天草市地区コミュニティセンター条例の一部
を改正する条例の制定について
地区振興会単位でコミュニティセンターへ
の、指定管理者制度導入が決定しました。

天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

年間支払額（例）　　
4人世帯年間所得　367万円の場合
●世帯主35歳・妻33歳・子5歳・3歳
平成24年度  495,700円　改正後　558,300円
●世帯主45歳・妻43歳・子15歳・10歳
　　（40歳以上は介護分が含まれます）
平成24年度  570,400円　改正後　650,500円



　
12
月
6
日
の
本
会
議
で
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
案
件
（
補
正
予
算
15
件
、
条
例
26

件
、そ
の
他
42
件
、請
願
1
件
）の
審
査
を
、

4
つ
の
常
任
委
員
会
で
行
い
ま
し
た
。
委

員
会
審
査
に
お
け
る
主
な
質
問
と
そ
の
答

弁
、
委
員
会
か
ら
出
た
要
望
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

　
●
平
成
25
年
度
か
ら
市
長
部
局
へ
ス
ポ
ー

ツ
及
び
文
化
に
関
す
る
事
務
を
移
管
す
る

こ
と
に
つ
い
て
。

■問 

教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
へ
移
管

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
学
校
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
活
動
、
並
び
に
文
化
活
動
に
対
す

る
今
後
の
市
の
関
わ
り
は
。

■答  

学
校
に
係
る
も
の
は
従
来
ど
お
り
教

育
委
員
会
に
お
い
て
所
管
す
る
も
の
で
あ

り
、小
体
連
、中
体
連
な
ど
の
大
会
も
含
め
、

こ
れ
ま
で
と
特
段
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

●
平
成
25
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
を

平
均
12
・
97
パ
ー
セ
ン
ト
税
率
引
き
上
げ

を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
。

■問 

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に
つ
い
て
。

■答  

医
療
費
が
高
騰
す
る
現
状
を
踏
ま
え
、

今
後
も
市
民
の
理
解
を
考
慮
し
な
が
ら
、

税
率
改
定
、
繰
入
額
の
調
整
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

■問 

医
療
費
を
引
き
下
げ
る
方
策
に
つ

い
て
。

■答  

年
間
約
１
０
０
億
円
の
医
療
費
を
要

す
る
中
、
そ
の
３
分
の
１
は
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
ガ
ン
、
腎
臓
疾
患
な
ど
の
生
活

習
慣
病
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
向
け
取
り
組

ん
で
い
る
。

●
平
成
25
年
度
か
ら
の
公
民
館
再
編
及
び

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
。

■問 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
移
行
後
の

使
用
料
の
額
や
徴
収
方
法
、
納
入
先
に
つ

い
て
。

■答  
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
使

用
料
と
し
て
新
た
に
規
定
を
追
加
す
る

が
、
今
回
規
定
し
た
使
用
料
の
額
に
つ
い

て
は
、
現
在
と
同
額
で
あ
り
、
減
免
の
運

用
な
ど
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
対
応
を
図

っ
て
お
り
市
民
へ
の
影
響
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
現
在
同
様
、
市

へ
納
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
指
定
管

理
者
へ
の
納
入
と
す
る
利
用
料
金
制
度
へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

要
望　

現
在
、
本
庁
、
支
所
、
出
張
所
の

み
で
行
っ
て
い
る
住
民
票
発
行
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
、
今
後
、
住
民
か
ら
要
望
の
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
ま
で
拡
大

で
き
な
い
か
、
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
。

●
補
正
予
算
（
所
管
部
門
）
に
つ
い
て
。

■問 

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
利
用
者
減
少
の
主

な
要
因
に
つ
い
て
。

■答  

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
で
は
、
国
内
の
景

気
低
迷
に
よ
る
、
航
空
業
界
の
全
体
的
な

利
用
客
の
落
ち
込
み
を
は
じ
め
、
悪
天
候

に
よ
る
運
航
の
不
確
実
性
、
整
備
欠
航
な

ど
に
よ
る
信
頼
性
の
低
下
、
ま
た
、
昨
年

は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
出
控
え
や
、
九

州
新
幹
線
の
全
線
開
業
の
影
響
な
ど
が
主

な
要
因
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

■問 

欠
航
に
よ
る
信
頼
性
の
低
下
が
一
番

の
要
因
で
は
な
い
か
。

■答  

天
草
エ
ア

ラ
イ
ン
の
平
成

23
年
度
の
就
航

率
は
96
％
と
、

他
の
航
空
会
社

と
比
較
し
て
も

悪
く
な
い
就
航

率
で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る

が
、
代
替
機
が

な
く
、
他
の
航

空
会
社
も
な
い

現
在
、
そ
の
点

に
お
い
て
た
い

へ
ん
苦
慮
し
て

い
る
。

市
民
環
境
常
任
委
員
会

●
可
燃
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
追
加
と
料
金
の

変
更
に
つ
い
て
。

■問 

手
数
料
見
直
し
の
経
緯
に
つ
い
て
。

■答  

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
運
搬
業
務

の
民
間
委
託
に
よ
る
処
理
経
費
の
軽
減

や
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の

減
量
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
現
行
手
数
料

の
見
直
し
に
至
っ
た
。

●
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
。

■問 

診
療
収
入
の
減
に
つ
い
て
。

■答  

御
所
浦
診
療
所
の
医
師
が
２
人
か
ら

１
人
体
制
に
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

あ
る
。

要
望　

早
急
に
医
師
２
人
体
制
で
の
診
療

が
で
き
る
よ
う
に
、
医
師
の
確
保
に
努
め

る
よ
う
強
く
求
め
た
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

●
平
成
25
〜
27
年
度
の
指
定
管
理
者
指
定

（
22
件
）
に
つ
い
て
。

■問 

赤
字
経
営
が
続
く
施
設
に
対
す
る
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
。

■答  

今
回
は
、
外
部
評
価
を
受
け
、
行
財

政
改
革
審
議
会
で
も
検
討
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
は
単
年
度
ご
と
に
収
支
決
算
を

み
て
、
平
成
25
年
度
、
同
26
年
度
と
２
期

連
続
の
赤
字
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
廃
止

す
る
か
ど
う
か
、
庁
内
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
検
討
す
る
。

●
補
正
予
算
（
所
管
部
門
）
に
つ
い
て
。

■問 

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営
開
始
型
）

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
。

■答  

国
の
新
規
事
業
と
し
て
本
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
た
事
業
で
、独
立
し
て
自
営
就
農

を
行
う
な
ど
の
要
件
を
ク
リ
ア
す
る
45
歳

未
満
の
新
規
就
農
者
に
対
し
、年
間
１
５

０
万
円
を
最
長
５
年
間
給
付
す
る
も
の
。

■問 

給
付
対
象
者
の
地
域
別
内
訳
に
つ
い
て
。

■答  

有
明
町
３
人
、
河
浦
町
２
人
、
楠
浦

町
２
人
、
本
町
２
人
、
下
浦
町
１
人
、
久

玉
町
１
人
、
倉
岳
町
１
人
、
以
上
12
人
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

要
望　

補
助
事
業
等
の
期
間
は
３
年
や
５

年
と
限
定
を
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
と
し

て
は
、
そ
の
後
も
長
期
に
わ
た
り
、
そ
の

成
果
な
ど
が
根
付
い
て
い
く
よ
う
な
気
配

り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■問
「
イ
ノ
シ
シ
料
理
の
レ
シ
ピ
集
」
に

つ
い
て
。

■答  

５
５
０
部
ほ
ど
を
作
成
し
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
開
催
時
に
市
民
の
皆
さ
ん
へ
無

料
配
付
し
、
あ
わ
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
も
考
え
て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

●
現
在
あ
る
56
公
民
館
を
旧
市
町
単
位
に

一
つ
の
公
民
館
に
再
編
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
。

■問
再
編
に
伴
う
今
後
の
活
動
は
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。

■答  

こ
れ
ま
で
の
地
区
振
興
会
活
動
は
現

状
ど
お
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
事
が
行
い
、

再
編
に
伴
う
公
民
館
活
動
は
、
学
習
活
動

に
特
化
を
し
て
新
た
な
公
民
館
長
と
担
当

者
が
行
う
。

　

学
習
活
動
の
具
体
的
な
計
画
と
し
て

は
、
旧
市
町
単
位
に
行
う
全
般
的
な
教
養

の
向
上
を
図
る
内
容
と
し
て
、人
権
学
習
、

家
庭
教
育
講
座
、
地
域
の
歴
史
等
を
学
習

し
地
域
の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
と
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
単
位
と
し
て
各
地
区
に
出
向

い
て
、健
康
講
座
、消
費
生
活
講
座
、食
育
、

介
護
、
看
護
な
ど
の
講
座
を
開
催
す
る
。

●
コ
レ
ジ
ヨ
館
の
２
階
に
あ
る
河
浦
図

書
館
を
河
浦
支
所
に
移
転
す
る
こ
と
に

つ
い
て
。

■問
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

■答  

今
回
図
書
館
と
し
て
利
用
す
る
場
所

が
支
所
の
一
階
左
側
部
分
で
あ
り
、
支
所

業
務
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
閉
庁
日
に
利
用
者
が
支
所
側
に
入
れ

な
い
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
く
。

要
望　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
一
番
大
事
で
あ

る
の
で
、
支
所
と
協
議
を
行
い
、
万
全
を

期
す
よ
う
求
め
た
。

●
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
。

■問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
職
員
の
雇

用
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

■答  

現
在
、
非
常
勤
職
員
で
対
応
し
て
い

る
地
域
も
あ
り
、
指
定
管
理
者
も
円
滑
な

事
務
引
き
継
ぎ
を
希
望
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
現
在
勤
務
し
て
い
る
職
員
に
対

し
面
接
な
ど
を
行
い
、
団
体
職
員
と
し
て

再
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
。

■問
児
童
館
の
対
応
に
つ
い
て
。

■答  

本
渡
児
童
セ
ン
タ
ー
と
河
浦
中
央
児

童
館
に
つ
い
て
は
、
指
定
管
理
を
予
定
し

て
お
り
、
そ
の
ほ
か
の
４
児
童
館
に
つ
い

て
は
、
廃
止
す
る
方
向
で
あ
る
が
、
児
童

の
安
全
な
遊
び
場
・
居
場
所
の
確
保
は
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
児
童
館
運

営
委
員
会
に
お
い
て
廃
止
後
の
対
策
を
協

議
し
て
い
る
。

●
補
正
予
算
（
所
管
部
門
）
に
つ
い
て
。

■問
難
聴
児
補
聴
器
給
付
費
に
つ
い
て
。

■答  

熊
本
県
の
要
項
に
よ
る
補
助
率
は
、

県
３
分
の
１
、
市
町
村
３
分
の
１
、
利
用

者
３
分
の
１
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
に

お
い
て
は
、
県
３
分
の
１
は
変
わ
ら
な
い

が
、
利
用
者
負
担
を
障
害
者
自
立
支
援
法

と
同
率
の
１
割
負
担
と
す
る
要
綱
を
制
定

し
て
お
り
、
今
回
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
聴
覚
障
が
い
児

に
対
す
る
給
付
補
助
で
あ
る
。

■問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
学
校
開
放
時
に
地

域
住
民
が
利
用
で
き
な
い
か
。

■答  

旅
客
運
送
法
に
基
づ
き
、
児
童
・
生

徒
の
登
下
校
を
目
的
に
、
運
行
経
路
を
決

め
て
運
行
し
て
お
り
、
法
的
な
こ
と
も
あ

る
の
で
、
現
在
は
登
下
校
時
以
外
の
利
用

は
し
て
い
な
い
。

常任委員会報告

要
望

要
望

要
望

要
望

総
務
企
画
常
任
委
員
会

市
民
環
境
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

―

50円

30円

―

形状

特大
（45ℓ）
大

（35ℓ）
小

（20ℓ）
特小
（10ℓ）

（１枚当たりの料金）

平成25年
4月から（ （

左側１階部分に図書館が移転する河浦支所

50円

40円

20円

10円

■可燃ごみ袋のサイズと料金

現行 改正後

じ
ん
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若
山 

天
草
市
は
、
少
子
高
齢
化
と
人

口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

下
、空
き
家
が
増
え
て
い
る
。景
観
保
全

上
の
取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

建
設
部　

 

本
市
は
、景
観
計
画
を
策
定

し
、天
草
の
良
好
な
景
観
保
全
と
島
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。廃
屋
へ
の
調

査
は
実
施
し
て
い
な
い
が
、危
険
な
建
築

物
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
一
本
化
を
図
っ

て
対
応
し
た
い
。今
後
は
、他
市
の
情
報

を
収
集
し
て
条
例
化
を
検
討
す
る
。

若
山 

空
き
家
バ
ン
ク
の
取
り
組
み
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

経
済
部　

 

空
き
家
の
数
は
増
え
て
い

る
が
、
バ
ン
ク
へ
の
登
録
数
は
不
足
し

て
い
る
。
住
宅
整
備
の
課
題
が
あ
る
。

若
山 

行
政
も
条
例
化
し
て
腰
を
上
げ

る
時
期
だ
。
空
き
家
や
廃
屋
は
増
え
続

け
る
。
有
効
活
用
を
図
る
条
例
と
な
る

よ
う
期
待
す
る
。

【
再
任
用
制
度
に
つ
い
て
】

　
　  

再
任
用
制
度
に
対
す
る
市
の
取

り
組
み
は
。

総
務
部　

 
総
務
省
か
ら
の
通
知
で
、

地
方
公
務
員
法
の
改
正
は
承
知
し
て
い

る
。
新
規
採
用
者
数
の
確
保
と
再
任
用

制
度
を
実
施
す
る
場
合
の
諸
課
題
に
つ

い
て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

若
山 

県
下
14
市
の
う
ち
天
草
市
だ
け

が
条
例
化
し
て
い
な
い
が
、
市
長
の
見

解
は
。

市
長 

法
の
改
正
を
重
く
受
け
止
め
条

例
化
に
向
け
て
取
り
組
む
つ
も
り
で
あ

る
。
あ
わ
せ
て
、
定
員
適
正
化
計
画
や

雇
用
の
場
の
創
出
も
考
慮
す
る
。

若
山 

廃
屋
対
策
は
、
家
を
取
り
壊
す

こ
と
だ
け
が
目
的
で
は
な
い
。
そ
の
後

の
空
き
地
の
利
用
を
十
分
考
慮
し
た
上

で
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
所
有
者

に
は
、
天
草
の
景
観
保
全
や
地
域
へ
の

貢
献
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

　
再
任
用
制
度
は
、
天
草
に
働
く
人
の

手
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
に
法

を
押
し
付
け

る
の
で
は
な

く
、
行
政
が

見
本
と
な
る

よ
う
導
入
さ

れ
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

蓮
池 

市
民
に
と
っ
て
な
じ
み
の
あ
る

名
称
と
中
身
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
総
合
政
策
部
は
従
来
の
企
画
部
と

位
置
づ
け
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

総
務
部　

市
民
と
の
協
働
に
関
す
る
業

務
を
地
域
振
興
部
に
移
管
し
、
こ
れ
ま

で
の
企
画
部
業
務
に
加
え
、
総
合
的
な

政
策
の
立
案
、
組
織
全
体
の
総
合
調
整

事
業
の
推
進
・
評
価
な
ど
、よ
り
強
力
に

推
進
す
る
体
制
を
構
築
す
る
も
の
。

蓮
池 

機
構
改
革
の
方
向
性
を
継
続
的

に
論
議
さ
れ
て
い
る
機
関
会
議
は
常
設

さ
れ
て
い
る
か
。
現
実
的
に
は
ど
う
い

う
進
め
方
を
し
て
い
る
の
か
。

 

ま
た
、
職
員
向
け
及
び
市
民
向
け
啓

発
広
報
は
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
部 

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
市

政
を
運
営
す
る
た
め
、
市
長
の
指
示
を

受
け
、
関
係
部
署
と
協
議
・
調
整
を
行

い
、経
営
戦
略
会
議
で
の
決
定
を
受
け
、

今
回
の
組
織
機
構
案
を
策
定
し
た
。

 

職
員
向
け
周
知
は
、
各
部
長
・
支
所

長
か
ら
周
知
し
、
新
体
制
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
に
心
が
け
た
い
。市
民
向
け

の
周
知
は
、市
政
だ
よ
り
天
草
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
か
ら
市
長
部
局
に
移
管

す
る
分
野
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
）】

蓮
池 

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
位
置
づ
け

で
は
よ
り
推
進
す
る
方
向
に
重
心
が
移

動
す
る
の
か
。
予
算
要
求
や
査
定
も
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
も
の
と
期
待
す
る
傾
向

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
学
校
教
育

と
そ
れ
に
付
随
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
は
、
相
変
わ
ら
ず
教
育
委
員
会
の

担
当
に
な
る
か
ら
、
す
み
分
け
に
な
る

の
か
、
よ
り
連
携
す
る
方
向
に
な
る
の

か
。
現
状
よ
り
利
点
が
あ
る
の
か
。

総
務
部 

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
地
域
振
興
部

に
移
管
す
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
と
地
区
振
興
会
な
ど
の
連
携
が
取

り
や
す
く
な
り
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
底
辺
拡
大
や
健
康
増
進
と
絡
め

た
地
域
づ
く
り
が
、
よ
り
一
体
的
に
推

進
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
文
化
に
つ

い
て
は
、
長
崎
県
と
と
も
に
進
め
て
い

る
世
界
文
化
遺
産
登
録
へ
の
取
り
組
み

で
、
文
化
的
景
観
指
定
、
世
界
遺
産
の

構
成
資
産
と
し
て
の
位
置
づ
け
ま
で
は

教
育
委
員
会
で
進
め
て
き
て
い
る
が
、

今
後
は
地
域
振
興
や
観
光
な
ど
を
含

め
、
市
長
部
局
に
移
管
し
推
進
す
る
。

奈
良
﨑
　
本
渡
看
護
専
門
学
校
の
天
草

島
内
出
身
者
の
卒
業
生
が
、
就
職
先
と

し
て
、
な
ぜ
天
草
地
域
の
病
院
な
ど
へ

就
職
し
な
い
の
か
。

 

ま
た
、
天
草
市
独
自
の
奨
学
金
制
度

を
創
設
で
き
な
い
も
の
か
。

健
康
福
祉
部　

本
渡
看
護
専
門
学
校

は
、
現
在
、
１
年
生
39
人
、
２
年
生
39

人
、
３
年
生
40
人
の
計
1
1
8
人
が
在

籍
し
て
い
る
。
島
内
出
身
者
は
学
校
全

体
で
69
％
の
81
人
が
在
籍
。

 

平
成
23
年
度
は
卒
業
生
39
人
の
う
ち

天
草
島
内
の
病
院
に
12
人
が
就
職
し
て

い
る
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
、
島
外

の
病
院
へ
就
職
し
た
い
等
の
個
人
の
希

望
も
あ
り
厳
し
い
面
は
あ
る
が
、
学
生

の
約
７
割
が
天
草
島
内
の
出
身
者
で
も

あ
る
の
で
、
地
元
定
着
に
今
後
も
努
力

し
た
い
。

 

ま
た
、
奨
学
金
制
度
は
「
日
本
学
生

支
援
機
構
奨
学
金
」
が
あ
り
、
在
籍
者

1
1
8
人
の
う
ち
58
％
の
68
人
、
島
内

出
身
者
81
人
の
う
ち
56
％
の
45
人
が
受

給
し
て
い
る
。

 

今
後
も
、
天
草
島
内
の
出
身
者
を
確

保
し
、
地
域
の
保
健
・
医
療
に
貢
献
で

き
る
看
護
師
の
育
成
の
た
め
に
は
、
天

草
独
自
の
奨
学
金
制
度
は
重
要
な
施
策

で
あ
る
と
認
識
し
、
検
討
し
て
い
く
。

若山敬介
議員

【
環
境
保
全
と
廃
屋
対
策
に
つ
い
て
】

２
０
１
３
年
度
か
ら
の

　
　
　
　
　
市
機
構
改
革
に
つ
い
て

本
渡
看
護
専
門
学
校
に
つ
い
て

若
山

若
山

若
山

若
山

建
設
部
長

若
山

若
山

市
長

経
済
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

蓮
池

総
務
部
長

蓮
池

健
康
福
祉
部
長

奈
良
﨑

蓮
池

奈良﨑利幸
議員

蓮池良正
議員

空き家の状況

本渡看護専門学校の外観

一
般
質
問

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針などをただすも
ので定例会に限って行われます。今回の一般質問は12月11日から同13日までの3日間行
い、計10名の議員が質問に立ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

山
若
　

介
敬

て
い
つ
に
策
対
屋
廃
と
全
保
観
景
①

　

て
い
つ
に
度
制
用
任
再
②

　

池
蓮
　

正
良

て
い
つ
に
革
改
構
機
市
の
ら
か
度
年
３
１
０
２
①

　
　

題
課
の
市
う
伴
に
化
変
の
成
構
口
人
③

幸
利
﨑
良
奈

て
い
つ
に
校
学
門
専
護
看
渡
本
①

　

﨑
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
興
振
光
観
①

　

て
い
つ
に
進
促
住
定
市
草
天
②

　

③

て
い
つ
に
度
制
ク
ン
バ
報
情
地
き
空
び
及
家
き
空
市
草
天

て
い
つ
に
置
設
レ
イ
ト
び
及
園
公
的
目
多
町
貫
魚
④

　

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
援
支
て
育
子
①

　

て
い
つ
に
当
手
居
住
る
す
対
に
家
持
の
員
職
市
②

尾
中
　

二
友

て
い
つ
に
地
緑
崎
矢
大
港
渡
本
①

　

て
い
つ
に
新
更
の
帳
手
育
療
・
い
が
障
②

て
い
つ
に
ン
イ
ラ
ア
エ
草
天
③

て
い
つ
に
修
改
の
レ
イ
ト
の
校
学
中
・
小
④

光
鎗
　

孝
秀

て
い
つ
に
置
設
の
槽
化
浄
併
合
①

　

て
い
つ
に
護
保
報
情
人
個
②

崎
浜
　

昭
義

他
て
け
受
を
求
要
民
住
、
り
よ
会
告
報
会
議
①

本
楠
　

秋
千

況
状
応
対
の
へ
問
質
①

　
策
対
康
健
の
民
市
②

祭
育
体
民
県
草
天
④

嶋
福
　

子
啓

る
わ
か
か
に
程
過
の
定
決
思
意
が
性
女
て
い
お
に
市
本
①

か
け
だ
れ
ど
は
率
比



【
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
（
日
本
風

景
街
道
）
に
つ
い
て
】

浜
崎　
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
は
１

９
８
０
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

で
提
唱
、
法
制
化
さ
れ
て
い
る
。
シ
ー

ニ
ッ
ク
つ
ま
り
景
観
の
良
い
、
バ
イ

ウ
ェ
イ
と
は
脇
道
・
寄
り
道
と
い
っ
た

意
味
の
造
語
で
主
に
自
動
車
の
走
行
す

る
道
路
か
ら
の
視
点
で
景
観
、
自
然
、

文
化
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た

要
素
に
よ
っ
て
観
光
や
地
域
活
性
化
な

ど
を
目
的
と
し
て
地
域
の
魅
力
を
具
現

化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
ま
た
は
そ

の
為
の
ル
ー
ト
の
事
を
い
う
。
日
本
で

は
平
成
18
年
国
土
交
通
省
が
日
本
型
の

「
日
本
風
景
街
道
」
と
名
称
を
決
定
。

現
在
、
全
国
で
は
1
2
8
、
九
州
で
は

11
ル
ー
ト
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

天
草
市
を
「
日
本
風
景
街
道
」
登
録
に

向
け
、
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

事
業
効
果
や
経
済
効
果
、「
風
景

街
道
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」の
組
織
構
成

な
ど
の
調
査
研
究
を
行
い
、登
録
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

【
天
草
市
定
住
促
進
・
空
き
家
及
び
空

き
地
情
報
バ
ン
ク
制
度
に
つ
い
て
】

浜
崎　

奨
励
金
交
付
対
象
に
、都
市
計

画
区
域
外
へ
空
き
家
等
情
報
バ
ン
ク
制

度
を
利
用
し
て
転
入
し
、過
去
に
本
市
に

移
住
し
た
事
が
な
い
事
と
あ
る
。思
い
切

っ
た
改
革
に
取
り
組
む
べ
き
と
思
う
が
。

建
設
部
長　

都
市
計
画
区
域
内
も
検
討

し
て
い
く
。
空
き
家
登
録
件
数
の
増
加

を
図
る
た
め
、
家
財
道
具
の
処
分
費
用

に
対
す
る
助
成
な
ど
も
協
議
し
て
い
る
。

今
後
は
、
市
民
か
ら
の
空
き
家
な
ど
の

相
談
に
関
し
て
は
窓
口
を
一
本
化
す
る
。

【
魚
貫
町
・
多
目
的
公
園
及
び
ト
イ
レ

設
置
に
つ
い
て
】

浜
崎　
魚
貫
町
字
琵
琶
の
首
１
３
、５

２
６
㎡
の
白
地
を
「
防
災
公
園
を
兼
ね

た
避
難
所
」、「
小
規
模
運
動
公
園
」
又

は
「
夕
陽
ヶ
丘
公
園
」
の
い
ず
れ
か
に

出
来
な
い
か
。
ま
ず
整
地
だ
け
で
も
良

い
。
町
に
公
衆
ト
イ
レ
が
１
つ
も
な
い

の
で
早
急
に
設
置
し
て
欲
し
い
。

総
務
部

 「
天
草
市
公
有
財
産
利
活

用
、
取
得
、
処
分
等
検
討
委
員
会
」
を

本
年
９
月
に
立
ち
上
げ
た
の
で
、
こ
の

中
で
管
理
や
整
備
及
び
利
活
用
の
あ
り

方
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
き
た
い
。

市
長 

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
や
地
域
の
実
情
等
も

考
慮
し
、設
置
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

赤
木　
子
ど
も
子
育
て
支
援
を
総
合
的

に
推
進
す
る
（
支
援
関
連
３
法
）
新
制

度
は
27
年
か
ら
本
格
的
に
動
き
出
す

が
、
万
全
の
準
備
と
円
滑
な
移
行
を
目

ざ
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
保
育
所

民
営
化
等
実
施
計
画
に
基
づ
き
、直
営
、

民
営
化
、
廃
止
な
ど
の
見
直
し
で
、
今

年
度
ま
で
に
６
保
育
所
が
民
営
化
・
廃

止
と
な
り
、
運
営
費
削
減
高
は
実
質
７

千
万
円
を
確
保
で
き
る
。
こ
の
財
源
を

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
策
に
還
元
す
れ

ば
、
子
育
て
支
援
そ
の
も
の
に
な
る
。

医
療
費
を
１
歳
引
き
上
げ
る
に
は
１
千

５
百
万
円
程
度
が
見
込
ま
れ
、
中
学
３

年
生
ま
で
対
象
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

来
年
度
か
ら
「
地
方

版
子
育
て
会
議
」
や
関
係
各
課
に
計
画

策
定
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
ニ
ー
ズ

調
査
実
施
や
円
滑
な
事
務
の
実
施
体
制

の
整
備
を
図
り
た
い
。

市
長　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充

は
、
子
育
て
支
援
事
業
計
画
ニ
ー
ズ
調

査
結
果
を
十
分
踏
ま
え
、
総
合
的
な
視

点
で
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
大
の
ウ
エ

イ
ト
が
大
き
け
れ
ば
、
当
然
そ
う
な
る

と
思
う
し
、
財
源
の
根
拠
は
よ
く
理
解

で
き
る
。

赤
木　
９
月
議
会
で
は
、
通
勤
手
当
を

提
案
し
た
が
、
今
回
は
市
職
員
の
持
家

に
対
す
る
住
居
手
当
を
提
案
し
た
い
。

　
持
家
に
対
す
る
住
居
手
当
は
、
人
事

院
勧
告
で
も
指
摘
さ
れ
、
国
及
び
各
県

の
ほ
と
ん
ど
が
廃
止
、
ま
た
は
廃
止
を

予
定
し
て
い
る
。
勧
告
か
ら
既
に
３
年

が
経
過
し
た
が
、
本
市
は
未
だ
に
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

総
務
部
長　

該
当
者
は
全
職
員
の
約
26

％
で
年
額
１
千
万
円
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。
総
人
件
費
抑
制
の
た
め
、
廃
止
の

方
向
で
組
合
と
協
議
し
て
お
り
、
廃
止

を
は
じ
め
適
切
な
給
与
体
制
に
し
た
い
。

赤
木　
約
１
万
基
あ
る
防
犯
灯
に
経
費

削
減
の
た
め
「
Ｅ
Ｓ
Ｃ
O
事
業
」（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
の
リ
ー
ス
事
業
）
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
市
公
共
施
設
も
対
象

に
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
部
長　

導
入
す
れ
ば
、
年
額
約
４

２
０
万
円
の
経
費
削
減
が
見
込
ま
れ

る
。Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
長
寿
命
化
・
省
電

力
化
が
図
ら
れ
、
環
境
負
荷
削
減
等
の

大
き
な
効
果
も
あ
り
、
防
犯
灯
や
公
の

施
設
管
理
の
面
か
ら
も
経
営
戦
略
会
議

に
諮
り
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

中
尾  

ト
イ
レ
の
増
設
と
芝
生
公
園
内

の
園
路
の
排
水
溝
の
整
備
計
画
は
。

建
設
部
　

利
用
者
か
ら
も
増
設
の
要

望
も
あ
っ
て
お
り
、県
に
対
し
て
整
備
の

要
望
を
行
っ
て
い
る
。今
後
の
利
用
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
と
の

こ
と
。ま
た
、排
水
溝
は
園
路
全
体
に
付

設
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、今
後
ト
イ
レ
の

増
設
と
あ
わ
せ
て
県
に
要
望
す
る
。

中

 

利
用
さ
れ
る
皆
様
に
と
っ
て
、利

用
し
や
す
い
緑
地
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

【
障
が
い・療
育
手
帳
の
更
新
に
つ
い
て
】

中
尾　
そ
の
後
の
経
過
は
。

健
康
福
祉
部　

23
年
度
・
24
年
度
に
お

い
て
は
県
に
相
談
枠
を
増
や
し
て
頂
き
、

希
望
者
全
員
の
面
談
を
地
元
で
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。今
後
も
、障
が

い
を
お
持
ち
の
方
ご
本
人
、ご
家
族
の

立
場
に
立
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

中
尾  

早
急
な
対
応
を
と
っ
て
い
た
だ

き
感
謝
す
る
。今
後
も
様
々
な
子
育
て

支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
】

中
尾  

機
体
の
更
新
は
。

市
長　

現
有
機
体
の
製
造
は
す
で
に
中

止
さ
れ
て
お
り
、メ
ー
カ
ー
か
ら
の
技
術

支
援
が
弱
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
や
、こ

れ
か
ら
交
換
が
必
要
と
な
る
部
品
の
入

手
に
つ
い
て
も
、ご
指
摘
の
よ
う
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。本
市

と
し
て
も
天
草
の「
空
の
翼
」で
あ
る
天

草
エ
ア
ラ
イ
ン
の
運
航
継
続
の
た
め
、地

元
自
治
体
と
し
て
最
大
限
の
努
力
を
し

て
ま
い
り
た
い
。

中    

天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
は
天
草
島
民
・

経
済
に
と
っ
て
、な
く
て
は
な
ら
な
い「
公

共
交
通
機
関
」で
あ
る
。機
体
の
更
新
、滑

走
路
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
も
県
と
協

議
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

【
小・中
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
】

中
尾   

洋
式
化
や
排
水
設
備
等
の
改

善
は
。

教
育

 

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
は
、今
後

計
画
的
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
。ま
た
、

換
気
扇
の
設
置
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

伴
い
、排
水
管
を
含
め
た
排
水
設
備
等

に
つ
い
て
も
、調
査
を
行
な
い
順
次
必
要

な
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

中
尾  

児
童
が
使
用
す
る
ト
イ
レ
の
洋

式
化
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
も
、ほ
ぼ
洋
式
化
さ
れ
て
い

る
の
が
実
情
だ
と
思
う
。早
く
調
査
を

行
い
改
善
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
風
景
街
道
・
登
録
に
つ
い
て

天
草
市
定
住
促
進
に
つ
い
て

子
育
て
支
援(

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
等)

市
職
員
の
住
居
手
当(

持
家)

は
廃
止
を

県
有
地
で
あ
る

本
渡
港
大
矢
崎
緑
地
に
つ
い
て

中尾友二
議員

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

赤
木

赤
木

赤
木

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

中
尾

鎗
光　
歳
入
確
保
の
た
め
、
公
共
施
設

の
所
有
権
、
運
営
方
法
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
、施
設
名
称
の
命
名
権
を
売
却
し
、

企
業
名
な
ど
の
愛
称
を
つ
け
、
財
源
を

確
保
す
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い

て
、
県
下
の
状
況
や
市
の
導
入
へ
の
考

え
は
。

企
画
部
長　

熊
本
市
が
、
市
民
会
館
を

「
市
民
会
館
崇
城
大
学
ホ
ー
ル
」
と
し

て
導
入
し
て
い
る
。本
市
で
の
導
入
は
、

多
く
の
課
題
が
あ
る
。

鎗
光　
県
外
で
は
歩
道
橋
や
市
民
マ
ラ

ソ
ン
な
ど
に
導
入
し
て
い
る
が
、
厳
し

い
財
政
の
な
か
、
財
源
確
保
の
た
め
命

名
権
導
入
方
針
を
、
早
急
に
定
め
て
は

い
か
が
か
と
提
案
す
る
。

市
長　

導
入
の
可
能
性
を
含
め
、
施
設

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
あ
り
方
は
、
引
き
続

き
検
討
す
る
。

鎗
光　
行
政
財
産
の
有
効
活
用
に
よ

る
、
財
源
確
保
の
た
め
、
導
入
を
強
く

要
望
す
る
。

【
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
い
て
】

鎗
光　
現
在
の
補
助
金
交
付
要
綱
は
、

あ
く
ま
で
も
個
人
用
で
あ
り
、
複
数
世

帯
を
連
結
し
た
場
合
や
、
倉
庫
な
ど
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
と
き
に
は
、
補
助

金
が
交
付
さ
れ
な
い
の
で
、
新
制
度
の

導
入
を
要
望
す
る
。

【
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
】

鎗
光　
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
は
。

総
務
部
長　

目
的
外
提
供
は
、
個
人
の

生
命
、
財
産
の
保
護
の
た
め
、
緊
急
や

む
を
え
な
い
場
合
は
、
例
外
的
に
提
供

で
き
る
。

鎗 　

民
生
・
児
童
委
員
の
活
動
に
必
要

な
高
齢
者
な
ど
の
名
簿
の
取
り
扱
い
は
。

健
康
福
祉
部 　

正
当
な
理
由
な
く
、

第
三
者
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
、
誓
約
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

鎗
光　
学
校
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取

り
扱
い
の
指
針
等
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　
「
市
町
村
立
学
校
で
の
個

人
情
報
を
含
む
電
子
情
報
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
」
の
文
書
を
、
各
小
・
中
学

校
に
配
布
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

鎗
光　
個
人
の
権
利
の
保
護
と
、
有
用

性
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
法
律
を
正
し

く
理
解
し
、
個
人
情
報
を
適
切
に
管
理

し
つ
つ
、
活
用
す
べ
き
だ
。

施
設
命
名
権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）

導
入
に
つ
い
て

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗
光

鎗光秀孝
議員

赤木武男
議員

浜﨑昭臣
議員

お
に
き

建
設
部
長

教
育
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

市
長

建
設
部
長

総
務
部
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

企
画
部
長

総
務
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

市
長

一般質問
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議
会
報
告
会
が
行
わ
れ
、
住
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
・
要
望
に
は
行
政
に
対

す
る
不
満
な
ど
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。

【
離
島
活
性
化
対
策
】

浜
崎　
離
島
振
興
法
が
、
国
会
で
10
年

ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
。
今
回
の
離
島
振

興
法
改
正
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

天
草
の
離
島
振
興
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

企
画
部
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、
市
と
し
て
の
計
画
案
を
県
に
提
出

し
、
離
島
振
興
策
を
実
施
し
て
い
く
。

【
高
潮
対
策
】

浜
崎　
９
月
17
日
の
午
前
中
、
台
風
16

号
の
影
響
に
よ
り
、
天
草
地
方
に
も
被

害
が
発
生
し
た
。
天
草
市
と
し
て
の
今

後
の
対
応
は
、ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

総
務
部
長　

護
岸
の
か
さ
上
げ
・
排
水

溝
フ
ラ
ッ
プ
ゲ
ー
ト
な
ど
設
置
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

【
有
害
生
物
処
理
及
び
残
渣
問
題
】

浜
崎　
天
草
市
の
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
が

変
更
さ
れ
た
。
当
初
は
堆
肥
化
が
可
能

な
施
設
で
あ
っ
た
。

　
有
害
生
物
の
有
効
利
用
及
び
水
産
物

残
渣
を
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
る
の
か
。

市
民
環
境
部
長　

バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン
タ

ー
で
堆
肥
化
計
画
も
あ
っ
た
が
、
精
査

し
た
結
果
、し
尿
処
理
の
み
に
な
っ
た
。

浜
崎　
加
工
残
渣
23
年
度
合
計
２
０
０

万
６
、６
８
５
㎏
・
死
魚
が
35
万
８
、

４
９
０
㎏
。
加
工
残
渣
24
年
度
９
月
現

在
、
１
６
８
万
３
、４
５
５
㎏
・
死
魚

が
16
万
８
、２
０
０
㎏
。

市
長　

今
後
、
大
き
な
問
題
に
な
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
十
分
に
調
査
を
行
い
、
方
向
性

を
研
究
し
て
い
く
。

【
漁
港
漁
村
環
境
整
備
】

浜
崎　
ど
れ
を
と
っ
て
も
こ
の
天
草
に

は
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
が
整
備

が
整
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
特
に

給
水
・
給
電
・
漁
獲
物
の
処
理
・
保
存

施
設・畜
養
施
設
の
今
後
の
整
備
方
針
・

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

経
済
部     

関
係
団
体
と
協
議
を
進

め
、
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

楠
本　
男
性
の
骨
粗
し
ょ
う
症
対
策
に

つ
い
て
。

健
康
福
祉
部
長　

平
成
25
年
度
か
ら
実

施
す
る
計
画
で
予
算
要
求
を
し
て
い
る
。

楠
本　
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
を
使
っ
た
、
児
童
･
生
徒
へ
の
命

の
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

教
育
部
長　

54
人
の
教
職
員
が
応
急
手

当
普
及
員
講
習
（
２
日
間
）
を
受
講
し
、

小
学
校
35
校
中
９
校
で
、
中
学
校
13
校

全
て
の
学
校
で
取
り
組
ん
だ
。

楠
本　
本
渡
枦
宇
土
線
の
安
全
対
策

（
路
肩
の
清
掃
）
に
つ
い
て
。

建
設
部
長　

定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
で

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

楠
本　
歩
道
未
整
備
区
間
の
整
備
に
つ

い
て
。

建
設
部
長　

歩
行
者
の
安
全
と
自
動
車

の
円
滑
な
走
行
を
図
る
た
め
、
今
後
の

状
況
を
見
極
め
た
い
。

楠
本　
市
民
の
健
康
対
策
「
公
園
に
健

康
遊
具
の
設
置
」
に
つ
い
て
。

健
康
福
祉
部  　

健
康
遊
具
の
設
置

は
、
体
力
の
回
復
や
心
身
の
健
康
維
持

に
効
果
あ
る
。

市
長　

交
付
金
事
業
を
活
用
す
る
な

ど
、
資
金
面
で
の
検
討
や
、
設
置
後
の

利
用
促
進
等
、先
進
地
を
研
究
し
た
い
。

楠
本　
持
家
改
修「
リ
フ
ォ
ー
ム
」「
天

草
産
材
利
用
促
進
補
助
金
」
の
成
果
に

つ
い
て
。

経
済
部

 

平
成
23
年
が
43
件
２
８
７

万
５
千
円
、
経
済
効
果
８
、２
３
４
万

円
。
平
成
24
年
は
11
月
ま
で
、
31
件
２

１
０
万
９
千
円
、
経
済
効
果
７
、２
４

７
万
３
千
円
で
す
。

楠
本　
宮
崎
の
都
城
市
で
は
、
２
年
間

で
利
用
件
数
「
２
、２
３
７
件
」
補
助

金
額
「
１
億
５
、７
０
７
万
６
千
円
」

総
工
事
費
は
「
31
億
２
、１
０
１
万
２

千
円
」で
あ
る
。天
草
市
に
お
い
て
も
、

２
年
限
定
の
「
持
家
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

緊
急
支
援
事
業
」
を
何
と
か
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
長  

議
員
ご
提
案
の
住
宅
等
の
リ
フ

ォ
ー
ム
に
掛
か
る
補
助
に
つ
い
て
は
、

市
民
・
施
行
業
者
・
地
元
商
店
の
活
性

化
な
ど
、
大
き
な
経
済
効
果
を
与
え
る

事
業
で
あ
り
、
他
市
の
実
施
状
況
を
参

考
に
、
よ
り

経
済
効
果
が

上
が
る
よ
う

な
施
策
で
検

討
す
る
よ
う

指
示
を
す
る
。

福
嶋　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

で
日
本
は
２
０
１
１
年
の
統
計
で
は
、

１
３
５
カ
国
中

98
位
で
す
。
本

市
に
お
い
て
女

性
が
意
思
決
定

の
過
程
に
か
か

わ
る
比
率
は
。

総
務
部
長　

職
員
数（
医
療
職
を
除
く
）

は
１
、０
１
０
人
で
、
女
性
が
３
１
２

人
、
男
性
が
６
９
８
人
。
そ
の
中
で
、

女
性
の
役
職
者
は
部
長
級
４
・
８
％
、

課
長
級
27
・
３
％
、
課
長
補
佐
級
５
・

６
％
、
係
長
級
44
・
８
％
。

福
嶋　
防
災
計
画
の
意
思
決
定
に
女
性

は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
長　

本
市
防
災
会
議
の
女
性
委

員
は
、今
年
度
か
ら
43
人
中
３
人
。地
域

防
災
計
画
に
お
い
て
、東
日
本
大
震
災
を

受
け
、大
き
な
見
直
し
を
し
て
い
る
。

福
嶋　
観
光
に
お
け
る
女
性
の
か
か
わ

　当委員会は、これまで「議員定数」、「議員報酬」、
「議会基本条例」の調査・研究に係る中間報告を
行ってきましたが、12月議会では、あらためて
調査・研究を重ねた「議員定数」に係る方向性
について中間報告を行いましたので、その概要
や審議経過について報告します。

　委員会では、全国の類似市や県下14市の議員
定数の状況などを調査し、また、９月から11月
にかけて市内10地区で開催した「議会報告会」
では、参加された市民の方々と自由な意見交換
の場を設け、あわせてアンケートを実施するな
ど、議員定数に係る意見などの聴取や収集にも
努めてきました。
　それらを踏まえたうえで、複数回にわたる委
員会では、各委員から会派等の意見として、例
えば、「近隣市議会の動向や、市の経済状況及び
人口の減少等から５人程度は削減すべきではな
いか」との意見や、加えて「アンケート結果な

り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

経
済
部
長　

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実

行
委
員
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
企
画

提
案
を
行
っ
て
い
る
。

福
嶋　
行
政
区
長
の
女
性
の
割
合
は
。

企
画
部
長　

３
８
２
人
中
７
人
で
、
比

率
は
１
・
８
％
。

福
嶋　
男
女
共
同
参
画
で
女
性
が
活
躍

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
み

は
。

企
画
部  　

も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
・
場
面
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、「
女

性
人
材
バ
ン
ク
」
を
設
置
し
た
。

福
嶋　
25
年
度
か
ら
行
政
機
構
が
変
わ

る
の
で
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
政
策
提

案
が
で
き
る
よ
う
、
配
慮
さ
れ
た
人
事

配
置
を
期
待
す
る
。

市
長　

本
市
の
政
策
、
施
策
を
計
画
、

実
施
す
る
上
で
は
、
女
性
の
視
点
・
考

え
方
を
反
映
す
る
こ
と
は
、
大
変
重
要

な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
、
総
合
的
な
考
え
方
の
も
と
、

適
切
な
人
事
配
置
を
行
っ
て
い
く
。

議
会
報
告
会
を
受
け
て
の

市
民
か
ら
の
要
望
・
要
求
他

こ
れ
ま
で
の
質
問
の
対
応
状
況
・
市
民
の

健
康
対
策
・
持
家
改
修
「
リ
フ
ォ
ー
ム
」
に
つ
い
て

日
本
女
性
会
議
２
０
１
２
仙
台
に
参
加
し
て

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

浜
﨑

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

楠
本

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

福
嶋

楠本千秋
議員

浜崎義昭
議員

福嶋啓子
議員

どから２人ないし４人は削減しなければならな
いのではないか」、また「できれば現状維持が望
ましいが削減するなら２人までの減でよいので
はないか」、また「行財政改革が進められている
中、議員として範を示すためにも、２、３人は
削減すべきではないだろうか」など、『削減』と
する旨の意見が出された一方、「市域の広さ等を
考慮すれば、現状維持でよいのではないか」、ま
た「現段階では自ら削減すると言い出すべきで
はないのではないか」など、『現状維持』とする
旨の意見が出されました。
　このような中、委員会としては、議員定数に
係る何らかの方向性を示すための詰めの調整を
行いましたが、『削減』とする旨の意見が大勢を
占めたことから、最終的には、「議員定数は削減
する。そして、具体的な削減数については、さ
らに議論を重ね、平成25年３月の定例会に『議
員定数条例案』として上程すべく準備を進めて
いく」ということが、決定されたところです。

さ

企
画
部
長

市
民
環
境
部
長

経
済
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

経
済
部
長

企
画
部
長

企
画
部
長

市
長

市
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

経
済
部
長

市
長

市
長

一般質問

あまくさ市議会だより 13 あまくさ市議会だより 12

議員定数は削減！議会改革調査
特別委員会報告

健康遊具

日本女性会議のようす

※

※

各
国
の
社
会
進

出
に
お
け
る
男

女
格
差
を
示
す

指
数



行政視察報告

【丹波市・分庁舎方式の現況について】
　丹波市は、平成16年に６町が合併してできた自治
体ですが、合併時の協定により、現在も分庁舎方式
を選択されています。
　同方式によるメリット面については、既存の庁舎を
有効利用できることをはじめ、職員が分散すること
により、地域の衰退防止及び活性化の一翼を担って
いるとのことで、デメリット面については、会議等
における職員の庁舎間移動等の時間ロス、また、庁
舎分散化による職員の増員や、地域イントラネット
の構築・維持管理経費の高騰などがあげられました。
　庁舎の方式については、議員の声も賛否両論あっ
たそうですが、現有施設も耐用年数に余裕があった
ことから、分庁舎方式の意見でまとまったとのこと
で、今後の市の考え方としては、3.11東日本大震災

等を踏まえ、総合
的に判断しつつ、現
庁舎については、老
朽化が進み、使用
困難となった時点
で、増築または新庁
舎を検討するとのこ
とでありました。

【加東市・分庁舎方式の課題について】
　加東市は、平成18年に３町が合併してスタートし
た自治体ですが、合併当初、庁舎を統合する大きな
施設がなかったことから、分庁舎方式を採用されま
したが、庁舎の統合については、合併前から新市に
おいて「庁舎を建設する方向で検討する」とされて
いたことから、分庁舎方式の長所・短所、また、庁
舎を統合した場合の課題について、それぞれ検討し
「諸課題を解決する方法として、庁舎統合はひとつの
有効な手法である」と位置づけ、平成26年１月の開
庁を目ざし、すでに工事が始まっていました。
　庁舎統合後は、窓口機能を新庁舎に集約すること
から、旧３庁舎に支所は設置しないとのことで、旧
庁舎については、消防本部として活用するほか、市民
への開放など、それぞれ計画しているとのことであり
ました。

【旭市・旭クリーンパーク
（汚泥再生処理施設）について】

　旭市は、千葉県の北東部に位置し、人口約６万８
千人。当施設は、平成23年12月に完成し、一日あたり、
し尿10kl、浄化槽汚泥51klの合計６1klの処理能力
で、浄化槽汚泥対応型の膜分離方式に高度処理を加
え、きれいな処理水質となっています。また、資源
循環型社会に貢献するため、処理工程より発生する
汚泥は、助燃剤として焼却施設で一般と混合して焼
却しています。さらに、高効率の生物脱臭方式と活
性炭吸着方式を組み合わせた脱臭システムを採用し
ているため、いまだ臭気に対する苦情などはないそ
うです。
　また、当施設の敷地内には、周辺地域への還元と
して運動広場
を整備するな
ど親しみやす
い施設となっ
ていました。

【榛東村・標高1,000ｍにある
大規模太陽光発電施設について】

　榛東村は、群馬県の中央に位置し、人口約１万５
千人。周囲は前橋市、高崎市、渋川市に接し、豊か
な田園が広がり、農業を中心に商工業が発達してき
た地域です。
　太陽光発電施設の用地は、村有地のゴルフ場跡地
36,000㎡を村が整地し、事業主体であるソフトバン
クグループのSBエナジー株式会社に貸し付け、村は
その売電収入の３％を土地代として受け取ることに
なっています。年間予想発電量は268万kwであり、
売電価格は１kwあたり42円であるため、村の収入は
340万円程度が見込まれているとのことです。
　企業誘致決定後の住民の反応は、自主的に林道の
草を刈り、案内
看板の設置を行
うなど、財政効
果より、住民の
自主性や地域活
性化につながっ
た事業になった
そうです。

【霧島市・企業誘致の取組み事業
「企業立地プロジェクト」について】

　霧島市は、約70ヘクタールの工業用地を擁し、県
外からは84社の企業が立地し、合併後だけでも28
社の誘致と670人ほどの雇用創出があっており、現
在は新たに約11ヘクタールの工業用地の整備を進
め、立地企業への優遇制度として補助金の交付、固
定資産税の3年間の課税免除などが実施をされていま
した。
　今後の計画としては、企業のニーズに合う用地の
整備、確保に努め国内需要型の業種、物流関係を中
心とした企業の誘致が検討をされていました。

【瀬戸内町・水産業の振興について】
　瀬戸内町は真珠、車エビなどの養殖が盛んに行わ
れており、近年は「クロマグロ栽培漁業プロジェクト」
で注目を浴びている町です。
　現在は、各種種苗の放流、藻場の造成、EM菌の培養
散布試験、密漁防止の監視活動等を実施され、「クロ
マグロのまち、瀬戸内町」のPR事業や「クロマグロ
給餌体験」などの観光漁業化も図っておられました。
　また、クロマグロ養殖は国際的な資源管理の流れ
を受ける中にありながら、行政と養殖業者との間で
情報交換などを行う場がなかったため、交流会を開
催するなどして養殖業者等の意見集約や情報交換な
どに取り組み、種苗確保や漁場利用等についての連
携を図っていきたいとのことでありました。

【三鷹市・子育て支援策への取り組み】
　三鷹市では、施設保育支援として、効率的な保育
所の運営、認証保育所、家庭福祉員、幼保一体型の
こども園を整備しており、今後は家庭的保育を待機
児童対策としていくということであり、保育園の公
設民営化については、公立幼稚園を廃止し、跡地を
活用した保育園を整備し、民間へ運営を委託してい
るということでありました。
　また、在宅子育て支援については、子ども家庭支
援センターを設置し、子育てに関する各種事業を実
施されているが、今後は、障がい児や病児の保育も
行なっていきたいということでありました。
　なお、三鷹市では、毎年1,500人程度生まれる家
庭すべてを民生・児童委員が訪問し、各種の情報提
供やアンケート調査を実施し、家庭の養育状況を
見て、虐待の
兆候がないか
などを確認し
ているという
ことでありま
した。

【武蔵村山市・小中一貫教育への取り組み】
　武蔵村山市では、小中一貫校の設置に向けて、開
設準備室を設置し、基本計画や実施計画の策定、市民・
保護者等に対する説明会の開催、教科ごとの小中一
貫教育カリキュラムを作成し、平成22年4月に小中
連携教育の発信校となる施設一体型小中一貫校「村
山学園」を開設したということでありました。
　小中連携教育としては、カリキュラムを活用した
授業を意図的・計画的に実施し、児童生徒が共に学
ぶ「交流事業」、小・中教員によるチームティーチン
グ事業を行う「協力事業」、小中学校の教員が相互に
授業を行う「一部教科担任制」等の授業形態の工夫
が行われているということでありました。
　なお、施設一体型小中一貫校の最大のメリットは
同じ校舎の中で、小学生も中学生もともに自然な形
で交流ができるということで、校舎が別々であれば
児童・生徒の交流は
意図的に設定をしな
ければできないが、
施設一体型は人と人
との交流というのが
より密になるという
ことでありました。

〈10月17日～同19日〉視察先：兵庫県丹波市・加東市〈11月７日～同９日〉視察先：鹿児島県霧島市・鹿児島県瀬戸内町

研修内容は、いずれも天草市における重要課題と密接なものでした。今回の視察研修の成果を、今後の
議会活動に生かしてまいります。

〈11月14日～同16日〉視察先：東京都三鷹市・武蔵村山市 〈11月14日～同16日〉視察先：千葉県旭市・群馬県榛東村
あさひみたか むさしむらやま

たんばきりしま せとうち かとう

しんとう

総務企画常任委員会

市民環境常任委員会

建設経済常任委員会

文教厚生常任委員会

おでい

あまくさ市議会だより 15 あまくさ市議会だより 14



表紙の会議日程はご覧いただけましたでしょうか。今回は、議会の流れについてご説明いたします。
天草市議会定例会は、おおむね次の順序で進められます。

編
集
後
記

議会ってどのように進むの？議会Q&A
? !

Q
A

シリーズ
第2回

　
３
号
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
に
「
議
会
基
本
条
例
」

を
制
定
、
第
一
歩
と
し
て
、
広
報
・

広
聴
活
動
に
取
り
組
み
、
予
定
の
10

町
で
議
会
報
告
会
を
開
催
で
き
ま
し

た
。
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
市

政
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
、
議
会
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
の
干
支
は〝
巳
〞。 

巳
の
特
徴

は
探
究
心
と
情
熱
。「
あ
ま
く
さ
市

議
会
だ
よ
り
」
も
脱
皮
を
繰
り
返
し

な
が
ら
成
長
し
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る

『
紙
面
づ
く
り
』
を
心
が
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
委
員　
楠
本
千
秋

　今回は、五和町にあ
る磨崖仏の話を聞き、
訪ねました。手野地区
の宮下石材店の隣にあ

る細い登山道を三岳山上目ざし登ること約８
分、巨岩洞窟に聖観音を安置し周囲のあちらこ
ちらの岩に三十三体の観音像が彫刻してある芸
術のスポットを発見。三十三体の観音像を探し
ながら、すべてにお参りするのも、ミステリア
スな雰囲気を味わうことができそうです。

磨崖仏・三岳観音
まがいぶつ みたけ

（五和町手野字下内野）

【
議
会
運
営
委
員
会
】

会
期
や
議
事
日
程
、
議
会
の
運
営
方

針
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

　
　【

本
会
議
】

①
招
集…

市
長
が
議
会
を
招
集
し
ま

す
。た
だ
し
、必
要
に
応
じ
て
議
長
が

議
会
を
招
集
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　

←

②
開
会…
議
長
が
宣
告
。
議
員
定
数

の
半
数
以
上
の
出
席
が
必
要
で
す
。

　
　

←

③
議
案
提
出…

市
長
ま
た
は
議
員
か

ら
、
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

　
　

←

④
提
案
理
由
説
明…

市
長
ま
た
は
議

員
が
、
上
程
さ
れ
た
議
案
の
説
明
を

行
い
ま
す
。

　
　

←

⑤
質
疑…

委
員
会
に
付
託
す
る
前
に
、

提
出
さ
れ
た
議
案
の
内
容
や
提
案
理

由
に
つ
い
て
、
議
員
が
共
通
の
理
解

を
持
つ
た
め
、
ま
た
疑
問
や
不
明
な

点
を
問
い
た
だ
す
た
め
に
行
わ
れ
ま

す
（
２
回
ま
で
）。

　
　

←

⑥
委
員
会
付
託…

議
案
な
ど
を
さ
ら

に
詳
し
く
調
べ
る
た
め
に
、
委
員
会

に
付
託
し
、
審
査
し
ま
す
。

　
　

←

⑦
一
般
質
問…

議
員
が
市
政
全
般
に

つ
い
て
の
質
問
を
行
い
ま
す
。
議
員

は
事
前
に
市
長
な
ど
の
執
行
機
関
に

対
し
、
質
問
の
内
容
を
通
告
し
ま
す
。

議
員
一
人
当
た
り
の
持
ち
時
間
は
答

弁
を
除
い
て
30
分
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
各
委
員
会
】

付
託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
・
陳
情
な

ど
を
専
門
的
に
審
査
し
、
委
員
会
と

し
て
賛
成
か
反
対
か
を
決
め
ま
す
。

本
市
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
を
設
置

し
て
お
り
、
議
員
は
い
ず
れ
か
の
委

員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
（
審
査
内

容
は
、
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

　
　【

本
会
議
】

①
委
員
長
報
告…

委
員
会
の
審
査
に

参
加
し
な
か
っ
た
議
員
に
対
し
、
本

会
議
に
お
け
る
意
思
決
定
の
参
考
と

す
る
た
め
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査

の
過
程
、
質
疑
内
容
、
可
否
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
委
員
長
よ
り
報
告
し

ま
す
。

　
　

←

②
質
疑
・
討
論…

委
員
長
報
告
に
対

す
る
質
疑（
２
回
ま
で
）を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
議
案
な
ど
に
つ
い
て
賛
成
や

反
対
の
意
見
を
述
べ
ま
す（
討
論
）。

　
　

←

③
採
決…

委
員
長
報
告
が
あ
っ
た
議

案
な
ど
に
つ
い
て
、
賛
成
か
反
対
か

の
採
決
を
行
い
、
議
会
と
し
て
の
意

思
を
決
定
し
ま
す
（
原
則
と
し
て
出

席
議
員
に
よ
る
多
数
決
で
、
可
決
か

否
決
か
の
議
決
を
し
ま
す
）。

　
　

←

④
閉
会…

議
会
に
提
出
さ
れ
た
す
べ

て
の
議
案
な
ど
を
採
決
し
た
後
、
議

長
が
閉
会
を
宣
告
し
ま
す
。
採
決
の

結
果
を
市
長
へ
送
付
し
、
市
長
は
こ

れ
を
も
と
に
市
の
仕
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

議
長
日
記

天
草
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長
　
　
濱
洲
大
心
　

　
　
　
　
副
委
員
長
　
福
嶋
啓
子
　

　
　
　
　
委
員
　
　
　
楠
本
千
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
船
辺
　
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
下
幸
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
池
良
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
忠
広

　

早
い
も
の
で
、
も
う
三
月
議
会
の
準
備
中
で

す
。
さ
て
、
議
会
運
営
の
中
で
一
番
悩
む
の
が
「
発

言
の
制
限
（
中
止
）
」
で
す
。

　

規
則
に
よ
り
「
発
言
は
、
す
べ
て
簡
明
に
す

る
も
の
と
し
、
議
題
外
に
わ
た
り
又
は
そ
の
範

囲
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
質
疑
に
当
た
っ
て

は
、
自
己
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
発
言
の
制
限
は
、

発
言
の
自
由
を
奪
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
自
由
に
何
で
も
発
言
し
て
良
い
と
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

　

議
員
の
発
言
と
議
長
の
悩
む
姿
を
傍
聴
し
て

下
さ
い
。
一
味
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

議
場
へ
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！
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